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一
月
二
八
日
、
九
団
体
代
表
は
新
宿
西
口

で
街
頭
宣
伝
、
菅
内
閣
が
（
衆
）
の
比
例
定

数
削
減
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
厳
し

く
批
判
、
国
民
的
な
運
動
で
こ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
行
動
に
は
二
五
名
が

参
加
、
全
労
連
柴
田
副
議
長
が
司
会
、
全
学

連
福
田
書
記
長
、
民
医
連
湯
浅
事
務
局
次
長
、

憲
法
会
議
橋
本
代
表
委
員
、
農
民
連
上
山
国

民
運
動
副
部
長
、
自
由
法
曹
団
菊
池
団
長
、

新
婦
人
米
山
事
務
局
長
、
全
労
連
大
黒
議
長

が
宣
伝
カ
ー
か
ら
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

１ 

一
月
二
八
日
、
新
春
憲
法

講
座
の
第
２
講
座
を
専
修

大
学
で
開
設
、
白
藤
専
修

大
学
教
授
が
「『
主
権
』
な

き
『
地
域
主
権
改
革
』
と

国
民
・
住
民
の
暮
ら
し
」

と
題
し
て
講
義
、
参
加
者

の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
ま

し
た
。
講
座
に
は
四
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

一
月
二
八
日
、
大
阪
中
ノ
島
公
会
堂
で
「
府
民
の
集
い
」
が
開

か
れ
一
千
名
が
参
加
、「
比
例
定
数
削
減
は
絶
対
に
ス
ト
ッ
プ
を
」

と
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。
川
辺
和
宏
大
阪
労
連
議
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
、
森
英
樹
龍
谷
大
学
教
授
が
「
（
衆
）
議
員
比
例
定

数
削
減
問
題
の
深
層
と
真
相
」
を
わ
か
り
や
す
く
解
明
、
こ
れ
を

受
け
団
体
・
地
域
代
表
六
名
が
「
私
の
決
意
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
タ
イ
ム
リ
ー
な
集
会
で
あ
っ
た
」「
公
会
堂
の
大
会
場
が

満
員
に
な
る
事
実
が
本
問
題
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
」
「
日

本
の
民
主
主
義
を
守
る
第
一
歩
が
今
夜
の
中
ノ
島
か
ら
踏
み
出

し
た
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
等
、
一
七
二
通
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
大
阪
憲
法
し
ん
ぶ
ん
よ
り
） 
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